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（
訴
訟
救
助
付
与
申
立
て
却
下
決
定
に
対
す
る
抗
告
審
の
取
消
決
定
等

に
対
す
る
許
可
抗
告
事
件
、
最
高
裁
判
所
令
和
五
年
⎝許
第
一
号
、
令
和

五
年
一
〇
月
一
九
日
第
一
小
法
廷
決
定
、
破
棄
差
戻
）

〔
事　

実
〕

　

本
件
は
、
平
成
三
〇
年
七
月
に
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
に
よ
る
河
川

の
氾
濫
に
よ
り
被
災
し
た
と
す
る
Ｘ
ら
計
三
二
名
が
、
Ｙ
（
国
）
ほ
か

三
名
に
対
し
て
、
ダ
ム
の
事
前
放
流
の
懈
怠
や
河
川
整
備
の
懈
怠
等
が

あ
っ
た
と
主
張
し
て
、
共
同
不
法
行
為
に
基
づ
き
、
各
自
の
被
っ
た
損

害
の
賠
償
を
求
め
た
共
同
訴
訟
（
以
下
「
基
本
事
件
」
と
い
う
）
に
お

い
て
、
Ｘ
ら
が
、
訴
え
の
提
起
と
同
時
に
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
の
申

立
て
を
し
た
事
案
で
あ
る
。
な
お
、
上
記
基
本
事
件
の
訴
額
は
合
計
六

億
四
二
六
七
万
余
円
で
あ
り
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
算
出
さ
れ
る
訴
え

提
起
の
手
数
料
の
額
は
一
九
四
万
九
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

　

原
々
審
は）

（
（

、
訴
訟
上
の
救
助
の
要
件
の
う
ち
、
民
訴
法
八
二
条
一
項

但
書
所
定
の
い
わ
ゆ
る
勝
訴
見
込
要
件
の
充
足
性
に
つ
い
て
は
肯
定
し

た
上
で
、
同
項
本
文
所
定
の
い
わ
ゆ
る
資
力
要
件
の
充
足
性）

（
（

に
つ
い
て

は
、
上
記
三
二
名
の
う
ち
、
一
部
の
者
（
計
一
三
名
）
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
充
足
す
る
と
し
て
、
訴
え
提
起
の
手
数
料
（
基
本
事
件
の
訴
え

提
起
の
手
数
料
を
各
原
告
の
請
求
額
で
案
分
し
た
額
に
相
当
す
る
）
に

つ
き
訴
訟
上
の
救
助
を
付
与
す
る
一
方
、
Ｘ
ら
（
計
一
六
名
）
に
つ
い

〔
最　

高　

裁　

民　

訴　

事　

例　

研　

究　

四
七
六
〕

令
和
五
2
（
民
集
七
七
巻
七
号
一
七
五
六
頁
）

一�　

共
同
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
各
原
告
の
請
求
の
価
額
を
合

算
し
た
も
の
を
訴
訟
の
目
的
の
価
額
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、

訴
え
提
起
の
手
数
料
に
つ
き
各
原
告
に
対
す
る
訴
訟
上
の
救

助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ
き
額

二�　

共
同
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
各
原
告
の
請
求
の
価
額
を
合

算
し
た
も
の
を
訴
訟
の
目
的
の
価
額
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、

各
原
告
に
つ
き
民
訴
法
八
二
条
一
項
本
文
に
い
う
「
訴
訟
の

準
備
及
び
追
行
に
必
要
な
費
用
」
と
し
て
考
慮
す
べ
き
訴
え

提
起
の
手
数
料
の
額
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て
は
、
資
力
要
件
を
充
足
し
な
い
と
し
て
申
立
て
を
却
下
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
Ｘ
ら
が
即
時
抗
告
を
し
た
。

　

原
審
は）

3
（

、
要
旨
、
①
共
同
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
各
原
告
の
請
求
の

価
額
を
合
算
し
た
も
の
を
訴
訟
の
目
的
の
価
額
と
す
る
場
合
に
は
、
各

原
告
は
上
記
訴
訟
の
目
的
の
価
額
を
基
礎
と
し
て
算
出
さ
れ
る
訴
え
提

起
の
手
数
料
の
全
額
を
各
自
納
め
る
義
務
を
負
う
か
ら
、
訴
え
提
起
の

手
数
料
に
つ
き
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ
き
額
は
、
い
ず

れ
の
原
告
に
つ
い
て
も
上
記
全
額
で
あ
る
、
②
そ
う
す
る
と
、
上
記
の

場
合
に
お
い
て
、
民
訴
法
八
二
条
一
項
本
文
に
い
う
「
訴
訟
の
準
備
及

び
追
行
に
必
要
な
費
用
」
と
し
て
考
慮
す
べ
き
訴
え
提
起
の
手
数
料
の

額
は
、
い
ず
れ
の
原
告
に
つ
い
て
も
上
記
全
額
で
あ
る
、
と
判
断
し
て
、

原
々
決
定
を
取
り
消
し
、
事
件
を
原
々
審
に
差
し
戻
し
た
。
上
記
原
決

定
に
対
し
て
、
Ｙ
が
抗
告
許
可
の
申
立
て
を
し
て
、
許
可
さ
れ
た
。

　

Ｙ
の
抗
告
理
由
は
、
要
旨
、
民
訴
法
八
二
条
一
項
所
定
の
資
力
要
件

の
有
無
は
、
訴
訟
上
の
救
助
の
申
立
人
が
実
際
に
負
担
を
要
す
る
費
用

に
つ
い
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
併
合
さ
れ
た
請
求
相
互
間
に

経
済
的
利
益
の
共
通
性
が
な
い
通
常
共
同
訴
訟
の
場
合
、
共
同
原
告
各

人
が
実
際
に
負
担
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
訴
え
提
起
の
手
数
料
の
額

は
訴
え
提
起
の
手
数
料
の
総
額
を
各
人
の
請
求
額
で
案
分
し
た
金
額
に

限
ら
れ
る
か
ら
、
資
力
要
件
の
有
無
の
判
断
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
訴

え
提
起
の
手
数
料
の
額
も
同
金
額
に
限
ら
れ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法

律
の
規
律
（
同
法
九
条
三
項
）
と
も
整
合
し
、
裁
判
実
務
に
お
け
る
一

般
的
な
解
釈
で
も
あ
る
こ
と
、
等
を
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

〔
決
定
要
旨
〕

　

破
棄
差
戻

　
「
共
同
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
各
原
告
の
請
求
の
価
額
を
合
算
し
た

も
の
を
訴
訟
の
目
的
の
価
額
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
各
原
告
の
請
求

に
係
る
訴
え
提
起
の
手
数
料
の
額
は
、
上
記
訴
訟
の
目
的
の
価
額
を
基

礎
と
し
て
算
出
さ
れ
る
訴
え
提
起
の
手
数
料
の
額
を
各
原
告
の
請
求
の

価
額
に
応
じ
て
案
分
し
て
得
た
額
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
（
民
事
訴
訟
費

用
等
に
関
す
る
法
律
九
条
三
項
柱
書
き
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
上
記

の
場
合
に
お
い
て
、
訴
え
提
起
の
手
数
料
に
つ
き
各
原
告
に
対
す
る
訴

訟
上
の
救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ
き
額
は
、
上
記
の
と
お
り
案
分
し

て
得
た
額
に
限
ら
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
各
原
告
は
、
共
同
し
て
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
な
く
個
別

に
訴
え
を
提
起
し
た
と
し
て
も
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
共
同
原
告
の
請
求
に
係
る
訴
え
提
起

の
手
数
料
の
支
払
を
要
す
る
こ
と
を
前
提
に
各
原
告
に
つ
き
訴
訟
上
の

救
助
に
よ
る
救
済
を
図
る
必
要
性
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
上
記
の
場
合
に
お
い
て
、
各
原
告
に
つ
き
民
訴
法
八
二
条
一

項
本
文
に
い
う
『
訴
訟
の
準
備
及
び
追
行
に
必
要
な
費
用
』
と
し
て
考

慮
す
べ
き
訴
え
提
起
の
手
数
料
の
額
は
、
上
記
の
と
お
り
案
分
し
て
得

た
額
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
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〔
評　

釈
〕

　

本
決
定
に
賛
成
す
る
。

一　

本
決
定
の
意
義

　

裁
判
所
は
、「
訴
訟
の
準
備
及
び
追
行
に
必
要
な
費
用
を
支
払
う

資
力
が
な
い
者
又
は
そ
の
支
払
に
よ
り
生
活
に
著
し
い
支
障
を
生
ず

る
者
」（
以
下
「
資
力
要
件
」
と
い
う
）
に
対
し
て
、「
勝
訴
の
見
込

み
が
な
い
と
は
い
え
な
い
」
場
合
（
以
下
「
勝
訴
見
込
要
件
」
と
い

う
）
に
、
訴
訟
上
の
救
助
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
訴
法

八
二
条
一
項
参
照
）。
訴
訟
上
の
救
助
の
決
定
を
受
け
た
者
に
つ
い

て
は
、
当
該
決
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
裁
判
費
用
の
支
払
の

猶
予
等
の
効
力
が
生
じ
（
民
訴
法
八
三
条
一
項
参
照
）、
そ
の
効
力

は
一
身
専
属
的
な
も
の
と
さ
れ
る
（
同
条
二
項
・
三
項
参
照
）。

　

本
件
は
、
集
団
的
な
損
害
賠
償
の
訴
え
の
提
起
に
際
し
て
、
共
同

原
告
ら
か
ら
訴
え
提
起
の
手
数
料
（
以
下
「
提
訴
手
数
料
」
と
い

う
）
に
つ
き
訴
訟
上
の
救
助
の
申
立
て
が
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、

各
原
告
の
資
力
要
件
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
考
慮
す
べ
き
提
訴
手
数

料
の
額
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
原
決
定
は
、
共
同
し
て
訴

え
を
提
起
し
た
各
原
告
の
請
求
の
価
額
を
合
算
し
た
も
の
を
訴
訟
の

目
的
の
価
額
と
す
る
場
合
、
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ

き
提
訴
手
数
料
の
額
は
い
ず
れ
の
原
告
に
つ
い
て
も
提
訴
手
数
料
の

全
額
で
あ
る
と
解
し
た
上
で
（
以
下
「
全
額
猶
予
説
」
と
い
う
）、

各
原
告
の
資
力
要
件
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
考
慮
す
べ
き
提
訴
手
数

料
の
額
も
ま
た
提
訴
手
数
料
の
全
額
で
あ
る
と
解
し
た
（
以
下
「
全

額
考
慮
説
」
と
い
う
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
決
定
は
、
訴
訟
上
の

救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ
き
提
訴
手
数
料
の
額
は
当
該
訴
え
に
係

る
提
訴
手
数
料
の
額
を
各
原
告
の
請
求
の
価
額
に
応
じ
て
案
分
し
て

得
た
額
に
限
ら
れ
る
と
解
し
た
上
で
（
以
下
「
案
分
額
猶
予
説
」
と

い
う
）、
資
力
要
件
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
考
慮
す
べ
き
提
訴
手
数

料
の
額
も
ま
た
当
該
案
分
額
で
あ
る
と
解
し
（
以
下
「
案
分
額
考
慮

説
」
と
い
う
）、
原
決
定
を
破
棄
し
た
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
本
決
定
は
、
訴
額
の
算
定
に
つ
き
各
原
告
の
請

求
額
が
合
算
さ
れ
る
共
同
訴
訟
に
お
い
て
、
各
原
告
に
対
す
る
訴
訟

上
の
救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ
き
提
訴
手
数
料
の
額
（
本
決
定
の

判
示
事
項
の
一
）、
お
よ
び
、
各
原
告
に
つ
き
民
訴
法
八
二
条
一
項

本
文
に
い
う
「
訴
訟
の
準
備
及
び
追
行
に
必
要
な
費
用
」
と
し
て
考

慮
す
べ
き
提
訴
手
数
料
の
額
（
本
決
定
の
判
示
事
項
の
二
）
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
た
初
め
て
の
最
高
裁
判
例
と
し
て
重
要

な
意
義
を
有
す
る
。
以
下
、
本
評
釈
で
は
、
訴
額
の
算
定
に
つ
き
各

原
告
の
請
求
額
が
合
算
さ
れ
る
共
同
訴
訟
の
ケ
ー
ス
を
中
心
に
、
そ

の
よ
う
な
共
同
訴
訟
に
お
け
る
提
訴
手
数
料
の
額
と
そ
の
納
付
義
務

に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
を
概
観
し
た
上
で
（
二
）、
訴
訟
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上
の
救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ
き
提
訴
手
数
料
の
額
（
三
）、
訴

訟
上
の
救
助
の
要
件
判
断
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
提
訴
手
数
料
の
額

（
四
）、
本
決
定
の
射
程
等
（
五
）
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二　

共
同
訴
訟
に
お
け
る
提
訴
手
数
料
の
額
と
そ
の
納
付
義
務

1
　
共
同
訴
訟
に
お
け
る
提
訴
手
数
料
の
額

　

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
費
用
法
」
と
い
う
）

は
、
訴
え
の
提
起
等
、
同
法
所
定
の
申
立
て
に
際
し
て
は
手
数
料）

4
（

を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
費
用
法
三
条
一
項
、
別
表
第
一
参
照
）、

納
付
が
さ
れ
な
い
場
合
に
は
当
該
申
立
て
が
不
適
法
と
な
る
旨
を
定

め
る
（
費
用
法
六
条
参
照
）。
訴
え
の
提
起
に
際
し
て
提
訴
手
数
料

の
納
付
が
さ
れ
な
い
場
合
、
裁
判
長
は
相
当
の
期
間
内
に
当
該
手
数

料
を
納
付
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
（
裁
判
長
に
よ
る
訴
状
の
補
正
命
令

［
令
和
四
年
改
正
法）

5
（

施
行
後
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
よ
る
訴
状
の
補

正
処
分
］）、
こ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
が
さ
れ
な
い
場
合
に
は
訴

状
が
却
下
さ
れ
る
（
民
訴
法
一
三
七
条
一
項
、
二
項
［
令
和
四
年
改

正
法
施
行
後
は
、
一
三
七
条
の
二
第
一
項
、
第
六
項
］
参
照
）。

　

現
行
法
上
、
訴
え
の
提
起
に
際
し
て
納
付
す
べ
き
提
訴
手
数
料
の

額
は
、「
訴
訟
の
目
的
の
価
額
」（
い
わ
ゆ
る
「
訴
額
」）
に
応
じ
て

算
出
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
（
費
用
法
別
表
第
一
の
一
項
参

照
）、「
訴
訟
の
目
的
の
価
額
」
は
「
訴
え
で
主
張
す
る
利
益
」
に
よ

っ
て
算
定
さ
れ
る
（
民
訴
法
八
条
一
項
参
照
）。
こ
こ
で
い
う
「
訴

え
で
主
張
す
る
利
益
」
と
は
、「
訴
え
の
提
起
等
を
し
た
者
が
全
部

勝
訴
し
て
請
求
を
認
容
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
実
現
し
た
場
合
に
も
た

ら
さ
れ
る
経
済
的
利
益）

6
（

」
と
さ
れ
、
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
現
在
の

給
付
の
訴
え
に
お
い
て
は
、
請
求
金
額
が
訴
額
と
な
る
と
さ
れ
る）

（
（

。

ま
た
、
訴
額
の
算
定
は
、
訴
え
の
提
起
時
が
基
準
と
な
る
と
解
さ
れ

て
い
る）

8
（

。

　

一
つ
の
訴
え
で
数
個
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
原
則
と

し
て
、
各
請
求
の
価
額
を
合
算
し
た
も
の
が
訴
額
と
な
る
（
民
訴
法

九
条
一
項
本
文
。
以
下
「
合
算
法
則
」
と
い
う
）
が
、
そ
の
例
外
と

し
て
、
訴
え
で
主
張
す
る
利
益
が
各
請
求
に
つ
い
て
共
通
で
あ
る
場

合
）
9
（

は
こ
の
限
り
で
は
な
く
（
民
訴
法
九
条
一
項
但
書
）、
訴
額
は
最

も
多
額
の
請
求
の
価
額
を
基
礎
と
し
て
定
ま
る
（
以
下
「
吸
収
法

則
」
と
い
う
）。
ま
た
、
上
記
に
い
う
「
一
つ
の
訴
え
で
数
個
の
請

求
を
す
る
場
合
」
に
は
、
訴
え
の
客
体
的
（
客
観
的
）
併
合
の
場
合

の
み
な
ら
ず
、
訴
え
の
主
体
的
（
主
観
的
）
併
合
の
場
合
も
含
ま
れ

る
と
解
さ
れ
る）

（0
（

。
し
た
が
っ
て
、
本
件
基
本
事
件
の
よ
う
に
、
各
原

告
が
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
求
め
る
共
同
訴
訟

に
つ
い
て
は
、
訴
え
で
主
張
す
る
利
益
は
各
原
告
に
よ
っ
て
別
個
で

あ
る
か
ら
、
上
記
合
算
法
則
が
適
用
さ
れ
、
各
原
告
の
請
求
金
額
を

合
算
し
た
額
を
訴
額
と
し
て
提
訴
手
数
料
の
額
が
算
出
さ
れ
る
こ
と
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と
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
で
は
、
手
数
料
額
の
算
出
割
合
に
段
階
を
設

け
、
段
階
が
上
が
る
に
従
っ
て
手
数
料
の
割
合
が
逓
減
す
る
仕
組
み

（
手
数
料
逓
減
制
）
が
採
用
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
併
合
訴
訟
に
お

い
て
合
算
法
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
提
訴
手
数
料
の
総
額
が

小
さ
く
な
る
利
益
（
以
下
「
提
訴
手
数
料
の
逓
減
の
利
益
」
と
い

う
）
を
生
じ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
提
訴
手
数
料
の
逓
減
の
利
益
は
、

各
請
求
の
請
求
金
額
に
比
例
し
て
、
す
べ
て
の
請
求
に
等
し
く
及
ん

で
い
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。
こ
の
こ
と
を
直
接
に
定
め
た
規
定

は
な
い
も
の
の
、
費
用
法
九
条
三
項
（
平
成
一
五
年
改
正
前
は
同
条

二
項
）
が
、
合
算
法
則
が
適
用
さ
れ
た
請
求
の
一
部
に
つ
い
て
提
訴

手
数
料
の
還
付
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
還
付
の
対
象
と
な
る
提
訴
手

数
料
の
額
に
つ
い
て
、「
各
請
求
の
価
額
に
応
じ
て
案
分
し
て
得
た

額
」
を
基
準
と
し
、
そ
の
二
分
の
一
の
額
を
還
付
す
る
旨
を
定
め
て

い
る
こ
と
は
、
提
訴
手
数
料
の
逓
減
の
利
益
が
す
べ
て
の
請
求
に
等

し
く
及
ん
で
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る）

（（
（

。

2
　
共
同
訴
訟
に
お
け
る
提
訴
手
数
料
の
納
付
義
務

　

申
立
手
数
料
は
申
立
て
ご
と
に
観
念
さ
れ
、
原
則
と
し
て
一
個
の

申
立
て
に
つ
き
一
個
の
手
数
料
が
生
じ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
手
数

料
を
納
め
る
べ
き
者
は
当
該
申
立
て
の
申
立
人
で
あ
り
、
数
人
の
申

立
人
が
い
る
申
立
て
で
は
、
い
ず
れ
の
申
立
人
に
も
手
数
料
の
全
額

を
納
め
る
義
務
が
生
じ
る
と
さ
れ
る）

（3
（

。

　

本
件
基
本
事
件
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
合
算
法
則
が
適
用
さ
れ
る

共
同
訴
訟
に
お
い
て
は
、
各
原
告
の
請
求
の
価
額
を
合
算
し
た
額
を

基
礎
と
し
て
提
訴
手
数
料
が
算
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
お
い
て

も
、
原
告
ら
は
各
自
提
訴
手
数
料
の
全
額
の
納
付
義
務
を
負
う
と
解

さ
れ
て
い
る）

（4
（

。
前
述
の
よ
う
に
、
合
算
法
則
が
適
用
さ
れ
る
共
同
訴

訟
で
は
、
手
数
料
逓
減
制
の
下
で
、
原
告
ら
各
自
の
請
求
に
係
る
提

訴
手
数
料
の
額
は
、
個
別
に
訴
え
を
提
起
し
た
場
合
の
そ
れ
に
比
べ

る
と
、
提
訴
手
数
料
の
総
額
を
各
原
告
の
請
求
の
価
額
に
応
じ
て
案

分
し
た
額
に
ま
で
減
じ
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ

の
こ
と
は
原
告
ら
各
自
の
提
訴
手
数
料
の
納
付
義
務
が
当
該
案
分
額

で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
訴
え
の
提
起
に
あ
た
り

提
訴
手
数
料
の
全
額
の
納
付
が
さ
れ
な
い
限
り
、
当
該
訴
え
の
全
部

が
不
適
法
と
な
る
と
さ
れ
る
。

　

以
上
の
理
解
を
前
提
と
す
る
と
、
訴
額
の
算
定
に
つ
き
合
算
法
則

が
適
用
さ
れ
る
共
同
訴
訟
に
お
い
て
、
仮
に
共
同
原
告
の
一
部
に
自

己
の
請
求
に
係
る
提
訴
手
数
料
を
負
担
し
な
い
者
が
い
る
と
き
は
、

他
の
共
同
原
告
は
、
未
納
分
の
不
足
を
解
消
す
べ
く
、
自
己
の
請
求

に
係
る
提
訴
手
数
料
を
超
え
た
費
用
負
担
を
強
い
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
と
言
え
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
費
用
負
担
の
可
能
性
が
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一
般
的
・
抽
象
的
に
観
念
で
き
る
（
あ
る
い
は
個
別
の
事
案
に
お
い

て
具
体
的
に
想
定
で
き
る
）
と
し
て
も
、
こ
れ
を
訴
訟
上
の
救
助
の

申
立
て
に
係
る
審
理
・
判
断
に
お
い
て
考
慮
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ

る
か
否
か
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
訴
訟
上
の
救
助
の
制
度
趣
旨

や
関
連
条
文
の
解
釈
等
に
基
づ
く
考
察
を
別
途
必
要
と
す
る
問
題
で

あ
る
と
言
え
る
。

三　

共
同
訴
訟
に
お
い
て
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ
き

提
訴
手
数
料
の
額

　

民
訴
法
八
三
条
一
項
一
号
は
、
訴
訟
上
の
救
助
の
効
力
の
一
つ
と

し
て
「
裁
判
費
用
」
の
支
払
猶
予
を
定
め
る
。
提
訴
手
数
料
は
こ
こ

で
い
う
「
裁
判
費
用
」
の
一
種
で
あ
る
か
ら）

（5
（

、
提
訴
手
数
料
が
訴
訟

上
の
救
助
の
付
与
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
共

同
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ
き
提
訴
手

数
料
の
額
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
は
、
同
条
の
規
定
か
ら
は
自
明

と
は
言
え
な
い
。

　

従
来
の
裁
判
実
務
に
お
い
て
は
、
共
同
訴
訟
に
お
い
て
訴
訟
上
の

救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ
き
提
訴
手
数
料
の
額
に
つ
き
、
当
該
訴

え
に
係
る
提
訴
手
数
料
の
全
額
で
は
な
く
、
提
訴
手
数
料
の
額
を
各

原
告
の
請
求
の
価
額
に
応
じ
て
案
分
し
て
得
た
額
と
す
る
考
え
方

（
案
分
額
猶
予
説
）
に
立
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一
例

と
し
て
、
東
京
高
決
昭
和
五
一
・
一
一
・
一
八
高
民
集
二
九
巻
四
号

一
八
六
頁
は
、
薬
害
訴
訟
の
共
同
原
告
の
一
部
に
対
し
て
、
提
訴
手

数
料
の
納
付
に
つ
き
訴
訟
上
の
救
助
を
付
与
し
た
事
例
で
あ
る
が
、

同
決
定
に
お
い
て
は
、
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
対
象
を
、
当
該
訴
え

に
係
る
提
訴
手
数
料
の
全
額
で
は
な
く
、
各
申
立
人
の
請
求
額
に
応

じ
た
提
訴
手
数
料
の
額
と
解
し
た
上
で
、
当
該
額
を
支
払
う
こ
と
の

で
き
る
資
力
の
有
無
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
本

件
原
々
審
も
ま
た
、
こ
れ
と
同
様
の
考
え
方
に
よ
っ
て
い
た
と
見
ら

れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
原
決
定
は
、
各
原
告
は
訴
訟
の
目
的
の
価

額
（
合
算
さ
れ
た
訴
額
）
を
基
礎
と
し
て
算
出
さ
れ
る
提
訴
手
数
料

の
全
額
を
各
自
納
め
る
義
務
を
負
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
訴
訟
上

の
救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ
き
額
は
、
い
ず
れ
の
原
告
に
つ
い
て

も
上
記
提
訴
手
数
料
の
全
額
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
（
全
額
猶
予

説
）
を
採
用
し
た
。
他
方
、
本
決
定
は
、
各
原
告
の
請
求
に
係
る
提

訴
手
数
料
の
額
は
、
当
該
訴
え
に
係
る
提
訴
手
数
料
の
額
を
各
原
告

の
請
求
の
価
額
に
応
じ
て
案
分
し
て
得
た
額
で
あ
る
と
の
理
解
を
前

提
に
、
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ
き
提
訴
手
数
料
の
額

は
、
各
原
告
に
つ
き
当
該
額
が
限
度
と
な
る
と
す
る
考
え
方
（
案
分

額
猶
予
説
）
を
採
用
し
、
全
額
猶
予
説
を
採
用
し
た
原
決
定
を
破
棄

し
た
。
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全
額
猶
予
説
と
案
分
額
猶
予
説
の
い
ず
れ
に
よ
る
べ
き
か
は
、
直

接
的
な
規
定
が
な
い
こ
と
か
ら
、
訴
訟
上
の
救
助
の
制
度
趣
旨
に
解

釈
上
の
指
針
を
求
め
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
訴
訟

上
の
救
助
の
制
度
趣
旨
は
、「
正
当
な
権
利
を
有
す
る
可
能
性
が
あ

り
な
が
ら
無
資
力
の
た
め
に
十
分
な
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
者
を
社

会
政
策
的
な
観
点
か
ら
救
済
す
る
」
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
が）

（6
（

、
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
全
額
猶
予
説
に
は
次
の
よ
う
な
問
題

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
全
額
猶
予
説
に
立
っ
た

場
合
、
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
を
受
け
た
原
告
は
、
訴
え
の
提
起
に

際
し
て
提
訴
手
数
料
が
全
額
納
付
さ
れ
た
の
と
同
様
の
扱
い
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
他
の
共
同
原
告
ら
が
提
訴
手
数
料

の
納
付
を
必
要
と
し
な
く
な
る
と
す
れ
ば
、
経
済
的
困
窮
者
の
保
護

と
い
う
上
記
趣
旨
を
超
え
て
、
救
助
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
他
の
共

同
原
告
を
利
す
る
結
果
と
な
る）

（（
（

。
ま
た
、
訴
訟
上
の
救
助
を
受
け
た

者
は
、
救
助
決
定
が
後
に
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、
猶
予
さ
れ
た

費
用
の
支
払
を
命
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
（
民
訴
法
八
四
条
参
照
）、
全

額
猶
予
説
に
立
っ
た
場
合
に
は
、
受
救
助
者
が
猶
予
さ
れ
た
提
訴
手

数
料
の
全
額
の
支
払
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
が）

（8
（

、

こ
の
よ
う
な
帰
結
も
ま
た
、
経
済
的
困
窮
者
の
保
護
と
い
う
上
記
制

度
趣
旨
に
沿
わ
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
案
分
額
猶
予
説
に
立
っ
た
場
合
、
訴
訟
上
の
救

助
の
付
与
を
受
け
た
原
告
は
、
自
己
の
請
求
に
係
る
提
訴
手
数
料
の

額
（
提
訴
手
数
料
の
総
額
を
各
原
告
の
請
求
の
価
額
に
応
じ
て
案
分

し
て
得
た
額
）
を
限
度
と
し
て
訴
え
提
起
時
に
お
け
る
提
訴
手
数
料

の
納
付
を
要
し
な
い
一
方
で
、
救
助
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
他
の
共

同
原
告
は
、
自
己
の
請
求
に
係
る
提
訴
手
数
料
の
額
に
つ
い
て
納
付

を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
全
額
猶
予
説
の
よ
う
に
、
法
の
趣

旨
を
超
え
て
救
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
共
同
原
告
を
利
す
る
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ
き
提

訴
手
数
料
の
額
が
案
分
額
を
限
度
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
す
べ

て
の
共
同
原
告
が
訴
訟
上
の
救
助
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
そ

れ
に
よ
り
提
訴
手
数
料
の
全
額
に
つ
い
て
支
払
猶
予
の
効
果
が
得
ら

れ
る
結
果
、「
正
当
な
権
利
を
有
す
る
可
能
性
が
あ
り
な
が
ら
無
資

力
の
た
め
に
十
分
な
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
者
を
社
会
政
策
的
な
観

点
か
ら
救
済
す
る
」
と
い
う
制
度
趣
旨
は
全
う
し
う
る
。
案
分
額
猶

予
説
に
立
っ
た
場
合
、
受
救
助
者
に
は
、
救
助
の
要
件
を
満
た
さ
な

い
一
部
の
共
同
原
告
の
提
訴
手
数
料
未
納
付
を
理
由
と
す
る
訴
状
却

下
の
リ
ス
ク
が
残
る
が
、
上
記
理
由
か
ら
訴
状
却
下
さ
れ
た
場
合
に

お
い
て
も
、
受
救
助
者
は
個
別
的
に
（
あ
る
い
は
他
の
一
部
の
原
告

ら
と
共
同
し
て
）
改
め
て
訴
え
を
提
起
す
る
と
と
も
に
訴
訟
上
の
救

助
の
付
与
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
か
ら
、
原
告
ら
の

司
法
に
よ
る
救
済
を
受
け
る
機
会
は
こ
れ
に
よ
っ
て
確
保
し
う
る
。
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以
上
に
鑑
み
る
と
、
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ
き
提

訴
手
数
料
の
額
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
訴
額
の
算
定
に
つ
き
各
原

告
の
請
求
額
が
合
算
さ
れ
る
共
同
訴
訟
（
い
わ
ゆ
る
合
算
法
則
が
適

用
さ
れ
る
共
同
訴
訟
）
に
関
す
る
限
り
、
案
分
額
猶
予
説
に
よ
る
こ

と
が
相
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

共
同
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
上
の
救
助
の
要
件
判
断
に
お
い
て
考

慮
す
べ
き
提
訴
手
数
料
の
額

　

民
訴
法
八
二
条
一
項
本
文
は
、「
訴
訟
の
準
備
及
び
追
行
に
必
要

な
費
用
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
支
払
う
資
力
が
な
い
か
、
ま
た
は
そ

の
支
払
に
よ
り
生
活
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
者
に
対
し
て
、
訴
訟

上
の
救
助
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
る
。
こ
こ
で
い

う
「
訴
訟
の
準
備
及
び
追
行
に
必
要
な
費
用
」
に
提
訴
手
数
料
が
含

ま
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
と
言
え
る
が
、
共
同
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
上

の
救
助
の
要
件
判
断
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
提
訴
手
数
料
の
額
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
前
記
三
と
は
別
に
問
題
と
な
り

う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
訴
訟
上
の
救
助
の
要
件
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、

弁
護
士
費
用
や
調
査
費
用
な
ど
、
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
対
象
と
な

ら
な
い
費
用
も
考
慮
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
前
提
と
す
る
と
、
訴
額
の
算
定
に
つ
き
合
算

法
則
が
適
用
さ
れ
る
共
同
訴
訟
に
お
い
て
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
対

象
と
な
る
べ
き
提
訴
手
数
料
の
額
を
「
案
分
額
」、
す
な
わ
ち
各
原

告
の
請
求
に
係
る
提
訴
手
数
料
の
額
に
限
定
し
た
と
し
て
も
な
お
、

民
訴
法
八
二
条
一
項
本
文
の
要
件
判
断
と
の
関
係
で
は
、
右
の
額
を

超
え
る
部
分
（
す
な
わ
ち
他
の
共
同
原
告
の
請
求
に
係
る
提
訴
手
数

料
の
額
）
の
納
付
義
務
の
存
在
を
考
慮
に
入
れ
る
余
地
が
あ
り
う
る

か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
従
来
の
裁
判
実
務
は
案
分
額
猶
予
説
の
考
え
方
を
前
提

と
し
て
、
民
訴
法
八
二
条
一
項
本
文
の
要
件
判
断
と
の
関
係
で
も
案

分
額
を
基
準
と
し
て
資
力
要
件
を
判
断
す
る
手
法
が
一
般
的
と
な
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
り）

（9
（

、
本
件
原
々
決
定
も
ま
た
、
同
様
の
手
法
に
な

ら
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
本
決
定
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
民
訴
法

八
二
条
一
項
本
文
の
要
件
判
断
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
提
訴
手
数
料

の
額
に
つ
い
て
も
、
当
該
訴
え
に
係
る
提
訴
手
数
料
の
額
を
各
原
告

の
請
求
の
価
額
に
応
じ
て
案
分
し
て
得
た
額
が
基
準
と
な
る
と
す
る

考
え
方
（
案
分
額
考
慮
説
）
を
採
用
し
、
提
訴
手
数
料
の
全
額
が
基

準
と
な
る
と
し
た
原
決
定
の
考
え
方
（
全
額
考
慮
説
）
を
斥
け
た
。

　

現
行
民
訴
法
八
二
条
一
項
本
文
が
、
資
力
要
件
の
基
準
と
し
て
、

旧
民
訴
法
一
一
八
条
本
文
が
「
訴
訟
費
用
」
と
定
め
て
い
た
の
を
改

め
、「
訴
訟
の
準
備
及
び
追
行
に
必
要
な
費
用
」
と
拡
大
し
た
の
は
、

裁
判
を
受
け
る
権
利
を
実
質
的
に
保
障
す
る
た
め
に
は
、
裁
判
に
実

際
に
要
す
る
費
用
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
訴
訟
救
助
の
必
要
性
を
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（（

判
断
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る）

（0
（

。
こ
の

よ
う
な
現
行
規
定
の
立
法
趣
旨
に
鑑
み
れ
ば
、
同
条
の
要
件
判
断
に

お
い
て
考
慮
す
べ
き
提
訴
手
数
料
の
額
は
、
各
原
告
が
当
該
裁
判
で

実
際
に
負
担
を
要
す
る
提
訴
手
数
料
の
額
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
一

貫
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
制
度
の
補
充
性
や
属
人
性

と
い
っ
た
、
訴
訟
上
の
救
助
の
制
度
の
特
質）

（（
（

と
も
適
合
し
よ
う
。

　

前
述
の
よ
う
に
（
二
（
参
照
）、
訴
額
の
算
定
に
つ
き
合
算
法
則

が
適
用
さ
れ
る
共
同
訴
訟
に
お
い
て
は
、
各
原
告
の
請
求
に
係
る
提

訴
手
数
料
の
額
（
当
該
訴
え
に
係
る
提
訴
手
数
料
の
額
を
各
原
告
の

請
求
の
価
額
に
応
じ
て
案
分
し
て
得
た
額
）
を
観
念
す
る
こ
と
が
で

き
、
各
原
告
が
実
際
に
負
担
を
要
す
る
提
訴
手
数
料
の
額
も
通
常
は

右
の
限
度
に
限
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
資
力
要

件
の
審
理
の
判
断
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
提
訴
手
数
料
の
額
も
ま
た

そ
の
額
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
、
す
な
わ
ち
案
分
額
考
慮
説
に
よ
る

の
が
相
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
一
般
的
・
抽
象

的
に
見
れ
ば
、
提
訴
手
数
料
に
未
納
分
が
あ
る
場
合
に
、
共
同
原
告

の
一
部
に
お
い
て
、
未
納
分
の
不
足
を
解
消
す
べ
く
、
自
己
の
請
求

に
係
る
提
訴
手
数
料
を
超
え
た
費
用
負
担
を
強
い
ら
れ
る
可
能
性
が

な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
抽
象
的
な
費
用
負
担
の
可
能

性
ま
で
を
も
資
力
要
件
の
判
断
に
際
し
て
考
慮
す
る
こ
と
は
、
上
記

現
行
規
定
の
趣
旨
に
沿
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
全
額
考
慮
説
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
提
訴
手
数
料
の
全
額
負
担
の
可
能
性
が

一
般
的
・
抽
象
的
な
可
能
性
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
訴

訟
に
お
い
て
具
体
化
・
顕
在
化
し
て
い
る
場
合
（
一
例
と
し
て
、
極

端
な
例
で
は
あ
る
が
、
他
の
共
同
原
告
の
全
員
が
自
己
の
請
求
に
係

る
提
訴
手
数
料
を
納
付
し
て
お
ら
ず
、
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
の
申

立
て
も
し
て
い
な
い
場
合
）
に
は
提
訴
手
数
料
の
全
額
負
担
の
可
能

性
を
考
慮
で
き
る
と
す
る
考
え
方
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、

自
己
の
請
求
に
係
る
提
訴
手
数
料
を
支
払
う
資
力
の
な
い
者
が
、
他

の
共
同
原
告
の
請
求
に
係
る
提
訴
手
数
料
を
負
担
す
る
と
い
う
こ
と

は
現
実
的
と
は
言
え
ず
、
そ
の
よ
う
な
現
実
的
で
な
い
費
用
負
担
の

可
能
性
を
訴
訟
上
の
救
助
の
要
件
判
断
に
お
い
て
考
慮
に
入
れ
る
こ

と
も
、
現
行
規
定
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
相
当
で
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
よ
り
、
筆
者
は
本
決
定
に
賛
成
す
る
。

五　

本
決
定
の
射
程
等

　

上
記
の
よ
う
に
、
本
決
定
は
、
①
共
同
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
各

原
告
の
請
求
の
価
額
を
合
算
し
た
も
の
を
訴
訟
の
目
的
の
価
額
と
す

る
場
合
に
お
い
て
、
提
訴
手
数
料
に
つ
き
各
原
告
に
対
す
る
訴
訟
上

の
救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ
き
額
、
お
よ
び
、
②
右
の
場
合
に
お

い
て
、
各
原
告
に
つ
き
民
訴
法
八
二
条
一
項
本
文
に
い
う
「
訴
訟
の

準
備
及
び
追
行
に
必
要
な
費
用
」
と
し
て
考
慮
す
べ
き
提
起
手
数
料
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の
額
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
当
該
訴
え
の
提
起
に
係
る
提
訴
手
数

料
の
額
を
各
原
告
の
請
求
の
価
額
に
応
じ
て
案
分
し
て
得
た
額
が
基

準
と
な
る
旨
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
決
定
は
、
い
わ
ゆ

る
法
理
判
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
射
程

に
つ
い
て
は
、
本
決
定
が
明
示
的
に
限
定
し
て
い
る
よ
う
に
、「
共

同
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
各
原
告
の
請
求
の
価
額
を
合
算
し
た
も
の

を
目
的
の
価
額
と
す
る
場
合
」、
す
な
わ
ち
民
訴
法
九
条
一
項
本
文

が
定
め
る
「
合
算
法
則
」
が
適
用
さ
れ
る
共
同
訴
訟
（
訴
え
で
主
張

す
る
利
益
が
各
請
求
に
つ
い
て
別
個
で
あ
る
場
合
）
に
限
ら
れ
よ
う
。

　

本
決
定
は
、
民
訴
法
九
条
一
項
但
書
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
吸
収
法

則
が
適
用
さ
れ
る
共
同
訴
訟
に
つ
い
て
何
ら
言
及
す
る
も
の
で
は
な

く
、
当
該
共
同
訴
訟
の
場
合
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
残
さ
れ
た
問

題
で
あ
る
と
言
え
る
。
本
決
定
の
論
理
が
、
合
算
法
則
が
適
用
さ
れ

る
共
同
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
費
用
法
の
規
定
等
に
鑑
み
、
各
原
告
の

請
求
に
係
る
提
訴
手
数
料
の
額
を
個
別
的
に
観
念
し
う
る
こ
と
を
前

提
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
吸
収
法
則
が
適
用
さ
れ

る
共
同
訴
訟
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
な
各
原
告
の
請
求
に
係
る
個
別

的
な
提
訴
手
数
料
の
額
を
観
念
し
う
る
か
否
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

こ
の
点
、
吸
収
法
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
訴
え
で
主
張

す
る
利
益
が
各
原
告
に
つ
い
て
共
通
で
あ
る
場
合
に
は
、
訴
額
が
す

べ
て
の
原
告
に
共
通
の
も
の
と
し
て
一
本
化
さ
れ
る
結
果
、
訴
額
を

基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
る
提
訴
手
数
料
も
ま
た
す
べ
て
の
原
告
に
共

通
の
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と）

（（
（

、
ま
た
、
合
算

法
則
が
適
用
さ
れ
る
共
同
訴
訟
と
は
異
な
り
、
実
定
法
上
、
各
原
告

の
請
求
に
係
る
提
訴
手
数
料
の
額
を
個
別
的
に
観
念
し
う
る
手
掛
か

り
を
見
出
し
に
く
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
吸
収
法
則
が
採
用
さ
れ
る

共
同
訴
訟
に
お
い
て
は
、
①
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
対
象
と
な
る
べ

き
提
訴
手
数
料
の
額
、
②
訴
訟
上
の
救
助
の
要
件
判
断
に
お
い
て
考

慮
す
べ
き
提
訴
手
数
料
の
額
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
当
該
訴
え
の

提
起
に
係
る
提
訴
手
数
料
の
額
（
最
も
多
額
の
請
求
を
基
礎
と
し
て

算
出
さ
れ
る
提
訴
手
数
料
の
額
）
を
基
準
と
す
る
考
え
方
を
採
る
こ

と
が
、
判
例
内
在
的
に
は
一
貫
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

六　

お
わ
り
に

　

本
決
定
に
よ
り
、
訴
額
の
算
定
に
つ
き
合
算
法
則
が
適
用
さ
れ
る

共
同
訴
訟
に
お
い
て
、
各
原
告
に
対
す
る
訴
訟
上
の
救
助
の
付
与
対

象
と
な
る
べ
き
提
訴
手
数
料
の
額
、
お
よ
び
、
各
原
告
に
つ
き
民
訴

法
八
二
条
一
項
本
文
に
い
う
「
訴
訟
の
準
備
及
び
追
行
に
必
要
な
費

用
」
と
し
て
考
慮
す
べ
き
提
起
手
数
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
提
訴
手
数
料
の
全
額
で
は
な
く
、
各
原
告
の
請
求
額
に
応
じ
た
案

分
額
が
基
準
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
訴

訟
上
の
救
助
の
付
与
に
関
す
る
限
り
、
提
訴
手
数
料
の
算
定
の
基
礎
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（3

と
な
る
請
求
額
の
総
額
（
な
い
し
集
団
訴
訟
に
お
け
る
集
団
の
規

模
）
そ
れ
自
体
は
実
質
的
な
意
味
を
持
た
な
い
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
集
団
訴
訟
を
提
起
す
る
意
義
が
失
わ
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
原
告
ら
は
共
同
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
に
よ
り
、

共
通
の
訴
訟
代
理
人
を
通
じ
て
訴
訟
を
追
行
し
、
訴
訟
資
料
を
共
同

で
利
用
す
る
な
ど
、
訴
訟
に
関
す
る
費
用
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

本
件
基
本
事
件
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
の
被
災
者
が
原
告
と
な
る

訴
訟
に
お
い
て
は
、
災
害
に
よ
っ
て
生
活
の
本
拠
や
生
計
の
基
盤
を

失
う
な
ど
、
原
告
ら
の
多
く
が
経
済
的
困
難
を
抱
え
る
な
か
で
訴
訟

追
行
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
訴
訟
上
の
救
助
の

申
立
て
に
対
し
て
は
当
該
基
本
事
件
の
内
容
等
を
踏
ま
え
た
適
切
な

救
助
付
与
が
期
待
さ
れ
る
。
原
々
決
定
に
見
ら
れ
る
よ
う
に）

（3
（

、
一
定

の
収
入
金
額
を
基
準
と
し
て
、
当
該
基
準
額
以
下
の
者
に
つ
い
て
は

提
訴
手
数
料
（
案
分
額
）
の
全
額
の
支
払
を
猶
予
す
る
一
方
で
、
当

該
基
準
額
を
超
え
る
者
に
つ
い
て
は
提
訴
手
数
料
（
案
分
額
）
の
全

額
の
支
払
を
必
要
と
す
る
と
い
う
、
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ

型
の
処
理
は
、
訴
訟
上
の
救
助
を
必
要
と
す
る
原
告
ら
の
経
済
的
困

難
の
程
度
も
様
々
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
形
式
的
・
画
一
的
に
過

ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
部
原
告
に
つ
い
て
は
資
力
要
件
の
部
分

的
充
足
を
理
由
と
し
た
一
部
救
助
を
認
め
る
な
ど
、
経
済
的
困
難
の

程
度
に
応
じ
た
救
助
付
与
の
可
能
性
も
検
討
に
値
し
よ
う）

（4
（

。

（
（
）　

岡
山
地
決
令
和
三
・
三
・
一
〇
民
集
七
七
巻
七
号
一
七
八
二
頁

以
下
参
照
。
な
お
、
原
々
決
定
は
、
申
立
人
（
計
三
二
名
）
の
う
ち

二
九
名
に
つ
い
て
判
断
を
し
た
も
の
で
あ
る
（
そ
の
余
の
三
名
に
つ

い
て
は
原
々
決
定
後
に
訴
訟
上
の
救
助
を
付
与
す
る
決
定
が
さ
れ
て

い
る
）。

（
（
）　

本
件
に
お
い
て
は
、
災
害
が
発
生
し
た
年
（
二
〇
一
八
年
）
の

勤
労
者
世
帯
当
た
り
の
平
均
実
収
入
と
平
均
実
支
出
の
ほ
か
、
本
件

基
本
事
件
の
内
容
等
を
踏
ま
え
て
、
一
人
世
帯
の
場
合
に
は
年
収
四

〇
〇
万
円
以
下
、
二
人
世
帯
の
場
合
に
は
年
収
四
五
〇
万
円
以
下
、

三
人
世
帯
の
場
合
に
は
年
収
五
〇
〇
万
円
以
下
、
四
人
世
帯
の
場
合

に
は
年
収
五
五
〇
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
資
力
要
件
を
充
足
す
る
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

（
3
）　

広
島
高
岡
山
支
決
令
和
四
・
一
〇
・
七
民
集
七
七
巻
七
号
一
七

八
六
頁
以
下
参
照
。

（
4
）　

裁
判
所
に
納
め
る
手
数
料
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所

（
国
）
の
役
務
に
対
す
る
反
対
給
付
（
報
償
）
と
し
て
の
性
質
を
有

す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
内
田
恒
久
編
『
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す

る
法
律
・
刑
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
の
解
説
』（
法
曹
会
・

一
九
七
四
年
）
二
三
頁
、
杉
原
圭
三
ほ
か
『
民
事
訴
訟
に
お
け
る
訴

訟
費
用
等
の
研
究
（
昭
和
四
八
年
度
書
記
官
実
務
研
究
）』（
裁
判
所
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（4

書
記
官
研
修
所
・
一
九
七
三
年
）
一
八
五
頁
参
照
。

（
5
）　
「
民
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
令
和
四
年
法
律

第
四
八
号
）。

（
6
）　

内
田
編
・
前
掲
注（
4
）一
三
〇
頁
。

（
（
）　

秋
山
幹
男
ほ
か
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
Ⅰ
〔
第
三

版
〕』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
二
一
年
）
二
五
四
頁
、
昭
和
三
一
・
一

二
・
一
二
民
事
甲
第
四
一
二
号
最
高
裁
民
事
局
長
通
知
「
訴
訟
物
の

価
額
の
算
定
基
準
に
つ
い
て
」
裁
時
二
二
一
号
一
八
〇
頁
参
照
。

（
8
）　

最
判
昭
和
四
七
・
一
二
・
二
六
判
時
七
二
二
号
六
二
頁
参
照
。

（
9
）　

具
体
例
と
し
て
、
所
有
権
の
確
認
と
そ
れ
に
基
づ
く
同
一
物
の

引
渡
し
ま
た
は
移
転
登
記
を
請
求
す
る
場
合
、
主
債
務
者
に
対
す
る

主
債
務
の
履
行
と
保
証
人
に
対
す
る
保
証
債
務
の
履
行
を
請
求
す
る

場
合
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
（0
）　

内
田
編
・
前
掲
注（
4
）一
三
二
頁
、
秋
山
ほ
か
・
前
掲
注（
（
）

二
六
六
頁
な
ど
参
照
。

（
（（
）　

具
体
例
と
し
て
、
請
求
Ａ
（
請
求
額
二
〇
〇
〇
万
円
）、
請
求

Ｂ
（
同
三
〇
〇
〇
万
円
）、
請
求
Ｃ
（
同
五
〇
〇
〇
万
円
）
の
ケ
ー

ス
で
は
、
各
請
求
に
つ
き
個
別
に
訴
え
を
提
起
し
た
場
合
の
提
訴
手

数
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
八
万
円
、
一
一
万
円
、
一
七
万
円
と
な
る
の

に
対
し
て
、
併
合
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
場
合
（
請
求
額
一
億
円
）

の
提
訴
手
数
料
は
三
二
万
円
で
あ
り
、
個
別
に
訴
え
を
提
起
し
た
場

合
の
手
数
料
の
合
計
額
（
三
六
万
円
）
に
比
べ
て
四
万
円
の
減
額
の

利
益
を
受
け
る
が
、
右
の
利
益
は
、
各
請
求
の
請
求
金
額
に
比
例
し

て
、
請
求
Ａ
に
つ
き
八
〇
〇
〇
円
、
請
求
Ｂ
に
つ
き
一
万
二
〇
〇
〇

円
、
請
求
Ｃ
に
つ
き
二
万
円
ず
つ
及
ん
で
い
る
と
考
え
る
こ
と
に
な

る
。

（
（（
）　

内
田
編
・
前
掲
注（
4
）一
三
三
頁
参
照
。

（
（3
）　

内
田
編
・
前
掲
注（
4
）八
一
頁
参
照
。
杉
原
ほ
か
・
前
掲
注

（
4
）一
九
一
頁
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
提
訴
手
数
料
の
納
付
義
務

は
連
帯
債
務
関
係
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
渡
會
千
惠
＝
田
中
ゆ

か
り
『
民
事
訴
訟
等
の
費
用
に
関
す
る
書
記
官
事
務
の
研
究
（
書
記

官
実
務
研
究
報
告
書
）』（
法
曹
会
・
二
〇
一
九
年
）
二
八
三
頁
も
参

照
。

（
（4
）　

内
田
編
・
前
掲
注（
4
）一
三
八
頁
注
（
六
）
に
よ
れ
ば
、「
も

し
納
め
た
手
数
料
に
不
足
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
未
納
額
も
ま
た
併

合
さ
れ
た
各
請
求
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
価
額
に
応
じ
て
案
分
し

て
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
未
納
分
の
す
べ
て
が
解
消
し
な
い

限
り
、
す
べ
て
の
請
求
が
な
お
不
適
法
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
杉
原

ほ
か
・
前
掲
注（
4
）二
九
五
頁
も
、「
手
数
料
の
額
に
未
納
の
あ
る

と
き
も
、
各
個
の
請
求
の
訴
額
に
応
じ
案
分
し
て
得
た
額
の
未
納
が

あ
る
こ
と
に
な
り
、
共
同
原
告
と
し
て
訴
え
た
う
ち
の
一
部
に
訴
訟

上
の
救
助
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
も
同
様
で
あ
る
」
と
す
る
。

（
（5
）　

裁
判
費
用
と
は
、
費
用
法
第
二
章
に
い
う
「
裁
判
所
に
納
め
る

費
用
」
と
し
て
同
法
二
条
一
号
・
二
号
に
定
め
る
費
用
（
手
数
料
お

よ
び
送
達
・
証
拠
調
べ
等
に
要
す
る
費
用
）
を
指
す
。
秋
山
幹
男
ほ

か
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
Ⅱ
〔
第
三
版
〕』（
日
本
評
論
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（5

社
・
二
〇
二
二
年
）
一
三
六
頁
、
高
田
裕
成
ほ
か
編
『
注
釈
民
事
訴

訟
法
⑵
』（
有
斐
閣
・
二
〇
二
三
年
）
一
六
四
頁
［
上
拂
大
作
］
な

ど
参
照
。

（
（6
）　

最
判
平
成
二
七
・
九
・
一
八
民
集
六
九
巻
六
号
一
七
二
九
頁
は
、

訴
訟
上
の
救
助
の
制
度
趣
旨
に
つ
い
て
「
正
当
な
権
利
を
有
す
る
可

能
性
が
あ
り
な
が
ら
無
資
力
の
た
め
に
十
分
な
保
護
を
受
け
ら
れ
な

い
者
を
社
会
政
策
的
な
観
点
か
ら
救
済
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
述
べ

る
。
ま
た
、
旧
法
下
の
裁
判
例
で
あ
る
が
、
名
古
屋
高
金
沢
支
決
昭

和
四
六
・
二
・
八
下
民
集
二
二
巻
一
・
二
号
九
二
頁
は
、「
訴
訟
救

助
は
無
資
力
者
に
対
す
る
国
の
扶
助
制
度
で
あ
り
、
本
来
補
充
的
な

も
の
と
み
れ
ば
、
そ
の
認
定
な
い
し
は
適
用
は
個
別
的
、
属
人
的
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
と
述
べ
る
。

（
（（
）　

前
田
・
後
掲
注（
（4
）一
二
九
頁
参
照
。

（
（8
）　

前
田
・
後
掲
注（
（4
）一
三
〇
頁
参
照
。

（
（9
）　

従
来
の
裁
判
実
務
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
件
抗
告
理
由
（
民

集
七
七
巻
七
号
一
七
七
六
頁
以
下
）
参
照
。
近
時
の
例
で
は
、
福
島

第
一
原
発
事
故
を
理
由
と
す
る
集
団
的
な
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
（
各

原
告
の
請
求
額
は
一
律
に
各
二
二
〇
〇
万
円
）
に
係
る
訴
訟
上
の
救

助
の
付
与
の
申
立
て
に
お
い
て
、
各
申
立
人
に
お
い
て
負
担
す
る
提

訴
手
数
料
が
提
訴
手
数
料
の
総
額
（
一
四
七
八
万
円
）
を
原
告
の
人

数
で
除
し
た
額
（
三
万
七
一
三
六
円
）
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
案

分
額
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
資
力
要
件
を
判
断
し
て
い
る
例
（
福
島

地
決
平
成
二
八
・
一
・
二
七
判
例
集
未
登
載
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
（0
）　

改
正
の
趣
旨
に
つ
き
、
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
編
『
一
問
一

答　
新
民
事
訴
訟
法
』（
商
事
法
務
研
究
会
・
一
九
九
六
年
）
七
七
頁
、

秋
山
ほ
か
・
前
掲
注（
（5
）一
二
六
頁
、
高
田
ほ
か
編
・
前
掲
注（
（5
）

一
五
三
頁
［
上
拂
］
な
ど
参
照
。

（
（（
）　

前
掲
注（
（6
）名
古
屋
高
金
沢
支
決
昭
和
四
六
・
二
・
八
参
照
。

（
（（
）　

内
田
編
・
前
掲
注（
4
）一
三
三
頁
は
、
吸
収
法
則
が
適
用
さ
れ

る
共
同
訴
訟
に
つ
い
て
、「
各
申
立
人
（
原
告
等
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ

自
己
の
請
求
の
た
め
そ
の
手
数
料
（
一
個
）
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
関
係
に
た
つ
」
と
し
て
い
る
。

（
（3
）　

原
々
決
定
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
（
）参
照
。

（
（4
）　

本
決
定
の
調
査
官
解
説
と
し
て
、
前
田
志
織
「
判
解
」
ジ
ュ
リ

一
五
九
九
号
（
二
〇
二
四
年
）
一
二
八
頁
、
解
説
・
評
釈
等
と
し
て
、

菊
野
達
也
「
判
批
」
訟
月
七
〇
巻
四
号
（
二
〇
二
四
年
）
四
四
五
頁
、

伊
東
俊
明
「
判
批
」
法
教
五
二
三
号
（
二
〇
二
四
年
）
一
〇
四
頁
、

福
本
知
行
「
判
批
」
令
和
五
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
臨
増
一

五
九
七
号
）（
二
〇
二
四
年
）
一
〇
六
頁
、
加
藤
新
太
郎
「
判
批
」

Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
六
九
号
（
二
〇
二
四
年
）
八
〇
頁
、
大
江
毅
「
判
批
」

判
例
秘
書
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
文
献
番
号H

J（00（03

）（
二
〇
二
四
年
）、

張
子
弦
「
判
批
」
新
・
判
例
解
説W

atch

（
文
献
番
号

z（88（（009-00-06（66（5（（

）（
二
〇
二
四
年
）、
田
村
陽
子
「
判

批
」
リ
マ
ー
ク
ス
七
〇
号
（
二
〇
二
五
年
）
一
〇
八
頁
な
ど
が
あ
る
。
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